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認

比
例
代
表
で
は「
自
民
党
比
例
候
補
者
名
」か

「
自
民
党
」と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
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誇れる青森をさらに前へ
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
、働
き
手
不
足…

日
本
、そ
し
て
私
た
ち
の

ふ
る
さ
と
・
青
森
は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ

私
は
現
場
に
足
を
運
び
、皆
さ
ま
の
声
を
丁
寧
に
聴
き
、暮
ら
し
の
安
心
と

未
来
へ
の
希
望
を
、責
任
政
党
・
自
民
党
の
一
員
と
し
て
全
力
で
形
に

変
え
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
。青
森
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
水
産
業
の
力
を
再
び
地
域
の
誇
り
へ
と
育
て
、医
療
・
福
祉
の
充
実
と

働
き
や
す
い
社
会
を
実
現
し
ま
す
。全
国
各
地
で
多
発
し
、青
森
県
も

当
事
者
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
災
害
対
策
と
し
て
、防
災
・
減
災
、交
通

未
来
の
た
め
の
政
策
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

国
と
県
、市
町
村
と
密
に
連
携
し
、現
場
の
声
を
政
策
に
反
映
し
、

実
行
す
る「
行
動
す
る
政
治
家
」で
あ
り
た
い
と
い
う
の
が
私
の
信
念

で
す
。皆
さ
ま
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
、一
緒
に
、青
森
の
未
来
、
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あおもり

創生
地方創生
2.0の推進

防災・減災、
国土強靱化

農林水産業の
振興

若者・女性に選ばれる地域づくり
住環境の整備や保育支援、リ
モートワークの推進により、若
者や子育て世代、女性が希望
を持って暮らせる地域社会を
実現します。

地域資源を活かした新産業創出
地域の農産物や観光資源を活用した商品開発
や起業支援を通じて、新たな産業を育成し、地
域経済の活性化を図ります。

行政・生活分野のデジタル化推進
行政手続きのオンライン化やスマート交通な
ど、デジタル技術を活用して暮らしやすく、効
率的な地域づくりを進めます。

インフラの耐震化と老朽化対策
道路・橋梁・上下水道などの社会資本を計画的
に更新・強化し、災害に強く安心して暮らせる
地域インフラを整備します。

最新技術を活用した災害対策
ドローンやAI、気象レーダーなどを用いた監
視・予測体制の強化により、災害発生時の迅速
な対応と被害の最小化を図ります。

地域特性に応じた災害への備え
豪雪・津波・地震・土砂災
害など地域ごとのリスク
に応じた備えを強化し、
避難路や通信体制の整備
を進めます。

スマート技術導入による省力化
ドローン、IoT、AIを活用した農業・漁業の省
力化を進め、高齢化・人手不足に対応した持続
可能な産業構造とバリューチェーンの構築を
進めます。

県産品のブランド力と輸出強化
三方を海に囲まれた自然豊かな青森の自然の
恵み、たとえばリンゴやホタテなど
の魅力を世界へ発信し、ECサイト
や国際見本市などを通じ、販路拡
大と収益性向上を図ります。

新規就農・事業継承への支援拡充
若者や移住者の新規参入を支援し、法人化・集
落営農など多様な担い手が活躍できる環境整
備で産業の持続性を確保します。

世
界
的
政
情
の
不
安
定
さ
に
起
因
す
る
物
価
高、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題、

子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て
学
び、
若
者
が
夢
を
抱
い
て
働
き、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備、
Ｇ
Ｘ（
グ
リ

ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

メ

ー

ー

ー

シ
ョ
ン
）に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

の
推
進
な
ど、
持
続
可
能
な

ー

日
本
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う。


